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ংষ

ᶃ装備と体験のΠメージをしながら一࿈の
計画と実ફをまとめ上げていくこと。

B � : � ऩूɾ੔ཧ

ˠ ̍ ষ 　 山 を 登 る こ と ˠ 2 ষ 　 建 築 を つ く る こ と

ᶅ෦෼とશ体

C � : 設ܭ

　計画とは、装備を४備することとこれから࢝まる時間のؔ܎
を想像することであり、ここには山を登る時と同౳のָしみが
ある。ఱީと体ྗと装備をরらし合わせながら山とルートを選
ͼ、山行の目的と時間の計画を࿅る。実ફとは立てた計画を֬
ೝすることと、想定と事実のζレをमਖ਼していく作ۀである。
だからこそ使うかわからないٸۓ事ଶ用の装備は必ਢで、༧備
に持ってきた装備が活༂した時には一छのշײがある。このよ
うに、計画と実ફのؔ܎は装備の中にམとし込まれている。

　山登りの視点と建築の視点をॏͶ合せてݟた時に、ものの作
られํや޻෉がより໘നくײじられる。例えば、登山ޱでੴの
入ったାが౉され、���N ΄ど運んだことがある。自෼が運んだ
ੴが何に使われるのか、੔備された登山ಓを登りながら౴え合
わせをしていく。また、ϐークにあるආ೉小屋では૭にガラス
ϒロックが用いられているのをݟて、運搬や֨نを考えて材料
が選ばれたのだΖうとਪଌする。

　าいている時は地໘やؠഽをᢞめるようにݟながらาき、ϐー
クで立ちࢭまると山のશ体をݟԼΖしてશ体をݟる。ಈきによっ
てݟているもののスケールがパνっと੾り替わることに໘നさ
とؾ持ちよさをײじる。さらに、登る山によってݟるものもָ
しみํもҧう。ଽや২物などの足元をݟてָしΉ山があれば、
色をָしΉ山もある。そܠഽを何౓も上りԼりしては௖上のؠ
のような山のテクスνϟのҧいと自෼のಈきが൐って変化して
いくことによって෦෼とશ体が೺Ѳできるのかもしれない。
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この੍作は「収 ・ू੔理 � 山を登ること �」と「設計 � 建築をつくること �」のೋつに෼かれます。「収 ・ू੔理 � 山を登ること �」から࢝まっ
た੍作ですが、設計をしながら事例を収ूし、੔理しては設計をするというように、ೋつの試行をฒ行していました。そのため、ೋ෦ߏ
成としていますが、֤෦に順ংはありません。
収ू・੔理は設計のための図ؑであり、設計は収ू・੔理による図ؑに補׬すべきものをあͿりग़すための試行でもあります。

建築はつくり手にとってᣔയとしす͗ている。

ීஈはؾにもཹめないようなࡉかな෦෼から、視քに入りきらない΄どのେきなものまでશてデザ
Πンをしていく。何から手をつけるべきなのかすらわからないようなؾがしていた。
ある時の山行で、山小屋に目を޲けてみると、環境やध要の変化などग़ձう໰୊に対して一つ一つ
回౴をしているような໌շさを持っていた。計画から実ફまで自਎の足でͻとつͻとつ֬かめてい
く山登りという行為と建築のྨੑࣅを୳ることで、設計のࢦ਑をಘられるのではないかと考えた。
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　収ूを行う中でどこかࣅているようにײじたものをूめてみる。
どの視点でݟたときにࣅているのか、ଞの視点でݟたときにどう変わるのか、リンクをషっていく。

ᶄݴ༿Λ౰ͯ͸ΊΔ

෼ྨしたものにݴ༿をあてはめ、どのような視点からの෼ྨだったのか、何がݴえるのか考࡯をする。

ᶅ࠶౓ɺऩू

෼ྨしたものに同じように౰てはまるものがないか࠶౓収ूを行う。

N E W

N E W

N E W

ૢ ࡞ の し や す さ 、 ײ ֮ త に わ か る ΋ の

a : 山 登 り の ܭ ը と ࣮ ફ の த で の Ω ー ϫ ー υ か ら 分 ྨ す る
　　ॎ࣠はྖҬとし、上はۃ地建築、下にいく΄ど೔ৗੜ׆にۙい΋のとする。
　　これらを੔ཧするதで気がついたのは、ۃ地୳ݕ基地の޻෉΋೔ৗੜ׆で行なっている޻෉΋、࣮は同じ場所に重きを置い
ているということͩ。ྫえ͹、クラックを回ආするためにҠ動ができるೆۃ基地と、雪่からकるために、ౙのલに解体・運搬
を行う山小屋の޻෉は、回ආという線で結びつく。

C : ѻ い 方 か ら の 分 ྨ
での΋ののѻい方から分ྨする。ண໨するのはどのような΋のを用いてどのようなگられた状ݶ　　
形ଶとしたかである。ۃ地や山、૷備඼など、ڥ؀や分໺がҧう΋のであって΋、৚݅に対する解๏
はࢲたちの೔ৗੜ׆にある直ײతな動࡞からできていることがわかる。 ద 用

　　水をかけて接合をݎ固にする、ত࿨基地の࿈བྷ通࿏にऒかれた。ͦのͩڥ؀から
こͦੜまれるૢ࡞であり、ੜ׆を送る上ではো壁となる΋のをద用している。

Ώ る い 構 ଄
。のために接合部をΏるい状ଶで用いるޢの୯७Խや資材の保޻ࢪ　

ཤ ྺ
　౰ॳのܭըからのζϨに対しどのように対ॲしてきたかをਪଌするखがかりとなる。
登山ಓでは、ͦの場所がどのようなڥ؀なのかをਪଌするखがかりとなる。

཭ す

Ծ 設 త な Ώ る い 構 ଄
Ҡ 動 を લ ఏ に し て い る ΋ の

増 や す

ඃ ֐ を ܰ ݮ さ せ る ΋ の

受 け 流 す

ೲ め る

増 築 の ཤ ྺ

ऩ ू ؍ΓͰͷඒֶ΍Ձ஋ొࢁ
͍͔ͭ͘ͷࢹ఺͔Βͷ੔ཧ੔ ཧ

山登りでのඒֶや価஋؍、それらの視点からݟたときにより໘നくײじられ
るものを೔ৗੜ活のデザΠンからۃ地建築まで༷々な෼野の中からूめた。
Ҿ用元はҎԼのように、実際の山行での体験や、จݙ、装備品、లࣔなどで
あり、それらをシートに記していく作ۀを行なった。
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楔
太 さ の ҧ う 竹 を 同 じ 大
き さ の ݀ に 差 し 込 み、
足 場 と す る た め、 楔 を
入 れ て 接 合 を 強 固 に す
る。

ྊ 用 差 込 口
製 材 さ れ た ྊ が ࣗ ༝ に
差 し 込 む こ と が で き る
Ϩール。

足 場 用 ݀
石 を 積 Μ で い く た め の
足場を差し込めるよう、
足場用の݀を設ける。

石 を 置 く
登 山 客 が 運 搬 し て き た
石を積Μでいく。

屋 根 架 構 用 差 込
口
大 部 屋 の 屋 根 架 構 を 差
し 込 む。 石 を 積 む 段 階
で仕込む。

換 気 口 パ ネ ル
あ ら か じ め、 妻 面 の 形
に 沿 っ た ໨ 地 割 り に
な っ て い る 換 気 塔 の パ
ネ ル を 外 す こ と で 換 気
口を設ける。

石 積 み の ܕ ࿮
石 積 み を ܕ ࿮ と し て ί
ン ク リ ー ト を ଧ 設 し、
背の高い基礎とする。

ࣼ め の 柱
風 を 受 け 流 す 屋 根 形 状
の た め、 ࣼ め の 柱 を 風
上側に設ける。

V 字 柱
強 風 に 耐 え る た め、V
字 の 柱 を 風 下 側 に 設 け
る。

ఔ޻設ݐஙΛͭ͘Δ͜ͱɹݐ

増築するように建設する

ӡൖͱ૿ங

　人の手で運搬するため、時間をかけて増築をするように建設を行う。山小屋はٸۓආ೉場所でもあるため、最௿限必要な෦屋から運営をࢭめることなく増築を行
う。建設はՆ期、݄̑から݄̍̌の間に行い、݄̍̍には෩ઇを྇げるよう、֤増築フェーζで݁׬したܗଶとした。

τΠϨ౩完成

 トΠϨ౩として 6 字ܕの石積みを建設。石積
みの石は登山客による運搬޻ࢪがத৺となる。
形 ଶ は、 西 側 か ら の 強 風 に 耐 え る た め の 平 面
形 状 と し、 こ の ޙ の 増 築 の た め の 接 合 部 を ຒ
め込みながら積Μでいく。

大部屋・ؾ׵ౝ完成

食堂がないため、ࣗਬ小屋として運Ӧ。石積みの
風上側にೆ๺に৳びる大部屋を設け、風をさえぎ
ることとで໺Ӧスϖースを設ける。ここで建設さ
れる換気塔は西風を利用した換気設備を΋つ塔で
あるが、この山小屋をԕくから見たときに、この
場所がどのようなڥ؀であるかをਪଌしたり、雪
山でのҐ置を೺Ѳするための໨ҹで΋ある。

phase02 : 
2019.5 --- 2019.11

大 部 屋 / ׵ ؾ ౝ 増 築

2 0 1 � . 5 - 2 0 1 � . �  資 材 運 搬（ 歩 荷 　 約 1 0 0 回 ）
2 0 1 � . 5 - 2 0 1 � . �  資 材 運 搬 ( 登 山 客 / 石 　 約 1 0 0 0 個 ）

2 0 1 � . 6 - 2 0 1 � . 1 1 　 建 設

phase01 : 
2018.5 --- 2018.11

τΠϨ౩ 建 設

2 0 1 8 . 5 　 　 　   運 搬 拠 点 用 資 材 運 搬
2 0 1 8 . 5 ຤ - 2 0 1 8 . 1 1  資 材 運 搬 ( 登 山 客 / 石 　 約 8 0 0 0 個 ）

2 0 1 8 . ຤ - 2 0 1̔. 1 1 　 建 設

大部屋
(定員15名）

便所

更衣室

phase02: 1 階平面図　1:200

便所

更衣室

phase01: 1 階平面図　1:200
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配 ෍ 地

த 継 地

ӡൖڌ఺設Ӧ

� 小屋׬成後のҡ持؅理・վमを考ྀし、登山客や小屋൪の
手による運搬޻ࢪをલఏとする。そのため、材料の長さは最
େでも �N ҎԼとなるよう設定し、ѻいํの୯७化を目ࢦす。
資材は人足による運搬のため、登山ಓに運搬ڌ点を設け、ෑ
地までのルートの೉қ౓やڑ཭に合わせ、資材の഑෍ྔや運
搬ڌ点のେきさを設定する。

า荷による資材の運搬 ֤拠点へ配置 ローピングでの接合 設Ӧ 登山口での資材配෍

石を置く。高くなると、竹を石積みに差し込み、足場とする。 樹皮を外壁に用いる 風に耐える石積みを、風を受け流すための 6 字平面とする。 一階架構建設 風上側の石積み基礎 風を受け流す断面形状の大部屋と、風を利用する換気塔

資材をؚめたパッΩング 運搬拠点へ 運搬拠点݉ܜٳ所 運搬拠点からさらに運搬

PHASE 01PHASE 00

 MAY MAY  MAYNOVEMBERNOVEMBER NOVEMBER

PHASE 02
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山
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ί Ϛ ク α の ܈ ੜ 地

כ ໺ ࢢ 方 面 ・
ਡ ๚ ބ へ の
見 ੖ ら し

大 き く ࢹ ք が ͻ ら け て
い る た め 、 ༦ ೔ が よ く
見 え る 。 ੖ れ た ೔ は ೔
ຊ Ξ ル ϓ ス の 山 ฒ み を
見 る こ と が で き る 。

ೆ ຀ ଜ ・ 小 ւ ொ へ の
見 ੖ ら し

大 き く ࢹ ք が ͻ ら け て い る
た め 、 ே ೔ が よ く 見 え る 。
Ԟ ଟ ຎ 方 面 の 山 ʑ を 見 る こ
と が で き る 。

西 風

一 ೥ を 通 し て 西 側 か ら
強 い 風 が 吹 き ෇ け る 。
ౙ ظ に は 建 ෺ や ྏ 線 の
風 下 側 に 吹 き 溜 ま り が
で き る 。

登 山 客 動 線

資 材

資 材

ඪ 高 　 2 
 � � 0 N

چ ؗ

根石岳より 3�0 度 のల望



基 礎 と 楔
背 の 高 い 基 礎 に 柱 を 立 て、
楔で接合を強固にする。

下 見 板 と 蛇 籠
蛇 籠 に 面 す る 壁 は、 水 は け
のため製材で端材となる樹
皮部分による下見板張りと
する。

ガ ラ ス ブ ロ ッ ク
運 搬 し や す く、 開 口 部 の 大
きさに合わせて積むことが
できる。

継 ぎ 接 ぎ の 柱
積 雪 が 流 れ て い く 方 向
に 対 す る 荷 重 を 支 え る
ための三角形の柱。

蛇 籠 と 屋 根
蛇 籠 の 上 に 雪 が 流 れ 落
ちるよう屋根を傾ける。

L 字 の 雨 仕 舞 い
増 築 に よ る 屋 根 が 換 気
塔 に 勝 つ よ う に つ け ら
れ た パ ネ ル の 内 側 に 入
り 込 む よ う に L 字 ト タ
ンをおく。

柱 用 差 込 口
二 階 大 部 屋 の た め の 柱
を 差 し 込 む た め の 接 合
部。 石 を 積 む 段 階 で 仕
込む。

石 積 み と V 字 柱
石 積 み を 支 え と し た V
字 の 柱。 石 積 み を 挟 む
ように接合する。

筋 交 い 結 び
直 行 す る 筋 交 い を 結 ぶ
ローピング。

角 縛 り
直 行 す る 丸 太・ 竹 な ど
を結ぶローピング。

厨房・設備室完成

 地形と小屋の間の鋭角な部分に吹き溜まりができ
ないよう、角度をふり設備室ボリュームをつくる。
開口部は、登山客による運搬を行えるようガラス
ブロックを用い、強風に耐えつつ、天狗岳への眺
望を確保する。
　発電機の排熱は大部屋へと送ることができるよ
う、 ダ ク ト を 通 し、 厨 房 の 動 線 を 確 保 す る た め、
換気塔のパネルを外す。

大部屋
(定員２０名）

個室
（定員８名）

1 : 1 0 0

個室
（定員８名）

倉庫

大部屋/食堂
(定員1 5名）

便所

更衣室

厨房/設備室

二階大部屋完成

運搬拠点を解体・回収し、建設用の足場として転
用する。風上側となる西面は風を受け流すように、
一階の屋根面を延長し、架構を設ける。２階を増
築する際に、あらかじめ、屋根形状沿ってはめら
れた、換気塔に接する妻面上部のパネルをはずし、
換気口をつくる。
二階大部屋完成と同時に、一階大部屋は食堂とし
て利用される。

大部屋
(定員２０名）

phase04: ２階平面図　1:200

大部屋/食堂
(定員1 5名）

便所

更衣室

厨房/設備室

phase04: 1 階平面図　1:200

二階個室完成

設備室上部に個室を増築する。二階大部屋の外壁
は、個室の増築を想定し、樹皮を剥がされている
場所が内壁となる。個室屋根面の積雪は、蛇籠上
部へと流され、雪に覆われた蛇籠は断熱材の役割
を果たす。

phase03 : 
2020.5 --- 2020.11

厨 房・設 備 室 増 築

2 0 2 0 . 5 　 　 　   資 材 運 搬（ 歩 荷 　 約 1 5 回 ）
2 0 2 0 . 5 - 2 0 2 0 . 1 1  資 材 運 搬 ( 登 山 客 /ガラスブロック　 8 3 3 個 　 石 　 2 8 8 0 個 ）

2 0 2 0 . 6 - 2 0 2 0 . 1 1 　 建 設

phase04 : 
2021.5 --- 2021.11

二 階 大 部 屋 増 築

2 0 2 1 . 5 - 2 0 2 1 . 6 　 建 設 足 場 用 資 材 運 搬（ 歩 荷 　 2 3 箇 所 の 拠 点 撤 去 ）
2 0 2 1 . 5 - 2 0 2 1 . 1 1  資 材 運 搬 ( 登 山 客 ）

2 0 2 1 . 6 - 2 0 2 1 . 1 1 　 建 設

phase05 : 
2022.5 --- 2022.11

二 階 個 室 増 築

2 0 2 2 . 5 - 2 0 2 2 . 6 　 資 材 運 搬

2 0 2 2 . 6 - 2 0 2 2 . 1 1 　 建 設

大部屋/食堂
(定員1 5名）

便所

更衣室

厨房/設備室

phase03: 1 階平面図　1:200

積む。ガラスブロックや蛇籠の石は登山客による運搬 厨房のためにパネルをはずす 鋭角部分をつくらないよう、厨房設備室ボリュームを配置 運搬拠点に用いた竹を二階の建設足場として用いる 三角形のパネルを外し、換気口を設ける 三角形のパネルを外し、換気口を設ける 蛇籠に差し込むように個室を建設 樹皮の剥がされた部分は内壁となる 完成

運搬拠点の解体 運搬拠点の資材を敷地へ

 MAY  MAY  MAYNOVEMBER NOVEMBER NOVEMBER

PHASE 03 PHASE 04 PHASE 05



phase 01

phase 02

phase 03

phase 04

phase 05

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

収༰ਓ਺ ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度眺望

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度眺望

食ࣄ設備

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

ͷ૿ஙΛ૝૾ޙըΑΓɺͦͷܭࢁొ
͢Δɻ

　テントを装備に入れることは、山で夜を過
ごせるという時間的拡張が起こるように、装
備を使うことは行為を拡張するものでもある。
山小屋でも同じように、装備や運んできた資
材によって行為が拡張されることができるの
ではないかと考え、どのような行為が起こり
うるのか、一つの実験を試みた。
　設計した小屋のパンフレットとワークシー
トを作成し、登山を趣味とする人に、もしこ
のような山小屋建設プロジェクトがあった場
合の仮想の登山計画作成をお願いした。ここ
ではどのようなコースでどのような装備の計
画を立てるのかを具体的に想定してもらった。

খ屋ͱ૷備ࢁ

　登山計画より、登山客が運搬してくる資材・
装備を踏まえ、山小屋がどのように拡張され
るかを右に記した。
青いパラメータは山小屋自体が持つ機能の評
価であり、橙色のパラメータは装備品や資材
の付け足しによる機能の評価である。
　ガスバーナーやテントなど装備による拡張
は、一時的でありながらも、「食事」や「設備」
の評価が上がる。これらは撤去されると同時
に、元の山小屋へともどるが、資材の持ち込
みなどは長期間にわたり、山小屋を変化させ
る。

対気ީ

ࣗ༝度

食ࣄ設備

対気ީ

ʁʁʁ ࣗ༝度

食ࣄ設備

山小屋ࣗ体のパラϝータ

૷備などを෇Ճさせた際のパラϝータ

૝定ͷ͞Εͨ૿ங

２年目、３年目では使われないディテールや仕上げが、その後の増築の補助線となるように計画した。
この補助線は増築の手がかりとなるだけではなく、野営行為の手がかりともなる。野営地の樹木を支柱としたり、ザックにくくりつけられたロープを転用するように、読み替えて活用できる場所を意図的に
いくつか残しておく。

実際の山小屋では、環境への影響を最小限にするために、必要に応じて増築を行うため、外壁が内壁に転じたり、使われなくなった雨樋が室内に現れる。履歴は、かつてどのような姿で、どのような状況に
対応してきたのかを想像する手がかりともなる。今回の設計では、実際の山小屋の増築の履歴と合わせて、今後の増築への補助線が現れ、過去の状況への対応と、その先の想定が混在する山小屋となる。

ϚςϦΞϧʹࠐΊͨҙຯ

　限られた装備の中で行う登山は、一つのものが状況に応じて意味合いを変えることがある。例えば、料理器具であるコッフェルがザックの中ではガス燃料の収納ケースになるように。この建築では、視点や
状況に応じて、マテリアルの持つ意味が変化するものがある。

大部屋

食堂

ศ所

ஙΛͭ͘Δ͜ͱݐ ஙΛͭ͘Δ͜ͱݐΛొΔ͜ͱͱࢁ
増 築 ͱ ߦ ҝ の ෬ ઢ ̏ ͭ ໨ の ࢼ ߦ

下 見 板 と 樹 皮
風下側の外壁は、水はけのため製材で端材とな
る樹皮部分による下見板張りとする。
二階個室の内壁に転用される部分は、樹皮が剥
がされ、増築લはςクスνϟの差がむきग़しに
なる。

雪 と 蛇 籠
吹き溜まりのىこりやすい風下側へ屋根ޯ配を
傾け、雪をूめる。雪が溜まる部分の下部には
蛇籠が敷き٧められ、雪の断熱ޮ果を利用する。

換 気 塔 か ら ඈ び ग़ る ࣼ 材
二 階 大 部 屋 増 築 時 に か け ら れ る 架 構 と ࿈ ଓ す
る。屋根と換気塔を接合するガΠυとなる。

換 気 塔
ѹྗ差換気によって室内を換気する。この換気
塔は場所をಡみ解くためのΞΠίンで΋ある。

ࣼ め 板 ʢ ౙ ظ ʣ
雪がচ下に吹きͩまらないよう、風上の高চ部
分を͙࠹。

ࣼ め 柱
石積みを背の高い基礎として用いた柱。つぎは
ぎによってੜまれる໦材のग़っ張りは、໺Ӧ行
ҝを༠発するϑックで΋ある。

ౙ ғ い
風下側の屋根は、ౙظには蛇籠に向けてԾ設の
屋根をかける。雪は蛇籠側へと流され、吹き溜
まる。

は み ग़ た 根 太
山側からは見えない室内のҐ置を想૾できるՕ
所。೔ৗతな໺Ӧ行ҝを༠発するϑックで΋あ
る。
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wind
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": 換気塔
設備ɿこの場所に೥த吹く、西風を利用した換気塔。気流を҆定させる
ために、風の通りൈける部分を長くऔり、ѹྗ差換気を行う。
໨ҹɿౙق΋運Ӧされる山小屋であるため、場所をಡみ解くためのΞΠ
ίンと΋なる。

aɿ風を受け流す屋根ޯ配
Cɿ雪を蛇籠へ流すౙғい
Dɿচ下への吹き溜まりを๷͙ౙғい
Eɿ樹皮を用いた下見板張
eɿ増築のཤྺ、雨Ṥ
Gɿ登山客が石を౤͛入れる蛇籠
Hɿ 樹皮の剥がされた内壁
hɿ৽しい風の流れ
Jɿあらかじめ設ܭされた換気口

#: 大部屋屋根
継ঝɿೆ側にҐ置する、根石岳山૳ؗچの形状を౿ऻ。ؗچは風を受け
流すための形状として、屋根のみの増築が行われている。
対ࡦɿ西側から吹き෇ける強風を受け流すための断面形状。

収ू・੔ཧ

ద用

ٙ໰・発見

બ୒

建 築 Λ ͭ ͘ Δ ͜ ͱ 　 Ͳ の Α ͏ ʹ ͠ ͯ 設 ܭ ͠ ͯ ͍ ͘ ͔

選択と優先順位
荷物をパッキングするように、その時々で何を優先す

べきか選択をしながら設計を進める。

装備品の延長
手の届く範囲にある装備品の延長として建築を設計する。

Γฦ͠܁

࣮際の山行のࣸਅ
ʢ根石岳・天狗岳間ʣ

࣮際の山行のࣸਅ
ʢེԫ岳ʣ

࣮際の山行のࣸਅ
ʢ天狗岳ʣ

山小屋についての৘ใ
ʢӦظۀ間・設備・ྉۚʣ

立地とपลҊ内

ίースのみどこΖ

ίースのみどこΖ

時間・Ϩϕル

時間・Ϩϕル

ίースܭը

ίースܭը

ീϲ岳の山小屋৘ใ
Ӧظۀ間・設備౳

ീϲ岳地図
ίースタΠム෇き

運搬拠点

運び方
登山客・า荷

建設スέδュール

間ظ

状ଶ
用いられている޻๏

૷備と޻๏

૷備と޻๏

平面図


